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【巻頭ロング・インタヴュー 抜粋・概要】 ガリーナ・ヴェイル 

ド派手な衣装で表紙を飾るウクライナ出身のヴェイル。パガニーニの技巧的な曲の時は、目隠しをして弾く

ことも・・ 

◼ 私は、演技というか自分を演出するのがとても好きです。コンサートにも演劇の要素を加えたいと思っ

ているし。子供のころの夢が、「音楽のできる女優になること」でした。特に、子供たちに音楽を聴かせ

てあげるときは衣装はとても大事です。それしか記憶に残らないから。 

◼ フラメンコが好きです。ヴィンセント・アミーゴ、パコ・デ・ルシア。使っている楽器もラミレスで、

曲によってはフラメンコ的な強いアタックで弾いています。 

◼ パガニーニの演奏と演出は、未来を予言した音楽家だったと思います。 

◼ 山下和仁さんの「展覧会の絵」を頑張って取り組みました。山下さんの演奏は、ウウン、一口では言え

ないですね。今でも答えるのは難しい。もちろん素晴らしいのですが・・・・・ 

◼ ジョン・ウイリアムスのテクニック、メカニックは素晴らしいですね。でも音楽的には、彼の演奏を真

似をすればいいというわけではないですね。 

◼ 音楽とは、「魂を表現すること」でしょうか。若い頃は悲しい雰囲気の曲ばかり弾いていました。今は、

演奏に喜びがあるいわれます。それは、私の人生において、真っ暗闇から明るい場所に移動したような

状況だからでしょう。 

 

【（新）話題のアーティスト紹介 Chen Xi】  

中国の若手ギタリスト Chen。彼女を指導している He Qing 氏との二人へのインタビュー記事です。ほと

んどは、He 氏の話です。 

◼ （He）指導するうえで基本にしていることが二つあります。1 つはテクニック。ただ、単なるメカニ

ックでなくギターに対する感性を養いギターを理解することを求めています。もう一つは、音楽面。

音楽の知識や鑑賞力、つまり音楽を見る目、感性ですね。 

◼ たとえシンプルなメロディーであっても、そこからオーケストレーションを感じ取れなくてはいけま

せん。また、歌を学ぶことを勧めています。フレーズを感じ、呼吸をコントロールすることはギター

を弾くうえでもとても重要です。 
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◼ 音楽では、すべての音をはっきり出す必要はありません。これを理解するには、フルートの演奏を聴

くことが役立ちます。 

◼ ディアンスの「リブラ・ソナチネ」は、みんな 3 楽章「フォッコ」しか弾かない。せめて 2 楽章から

弾いてほしい。また、ホセの「ソナタ」等はとても重い哲学的な曲です。 

 

【クラブ・マリアデュオのインタビュー：菊池通介】 

この当時、ギタリスト教会の委員長に就任したということでのインタビュー記事です。 

◼ （ギター上達の秘訣というのは？）音をよく聴くということです。自分が出した音を聴くことができ

なければ、演奏がどうなっているかわからない。音量のバランス、リズム、和音、重なっている旋律、

音色、それらを全部聴き取りながら演奏しなければいけません。 

◼ ギター以外の曲をスコアーを見ながら聴くといいですね。 

◼ 音楽において、一定のリズムの周期を感じることが重要です。それぞれの曲の独自のリズムだけでな

く大きな周期を感じ、それを意識した演奏を取得することを勧めます。 

◼ メトロノームの正しい使い方。メトロノームの速度を 60 以下に設定し、それにあわせて開放弦を弾

く。ここで、よく聴かないと僅かな音のずれに気づかない。それができたら、音階にチャレンジし、

そして 1 拍の中に同じ音を 2 つ 3 つと入れていきます。そして、さらにリズムやアクセントをつけて

練習するのです。これを 3，4 年間やればいいリズム感が身につきます。（yakateru:んん、今からでは

手遅れということか！） 

 

【新 マエストロ養成講座 第３回】  

新しく模様替えということで、この講座は、メルツの「小品集 かっこう」から曲を取り上げて、その

演奏法が紹介されている。今回は、「埴生の宿」「モーツアルトのセレナーデ」です。 

 

【その他の注目すべき記事】 

◼ 「21 世紀のギター教本：佐藤弘和」： 12 の練習曲プロジェクト。今回も和音の練習で、佐藤氏オリジ

ナルの結構ちゃんとした練習曲が掲載されている。結構高度な技術が要求されています。 

◼ 「クール・アレンジメント：竹内永和」：ネスカフェの CM ソングにもなった「やさしく歌って」、ナポ

リ歌曲の「帰れソレントへ」のソロアレンジが掲載されている。 

◼ 「非和声音のしくみ」の第 4 回は、「掛留音」。掛留音は、倚音と似た非和声音。倚音が、拍点で用いら

れるように掛留音も拍点で用いられるが、こちらは 2 つの和音進行にまたがって使用される場合とのこ

とです。下の 2 小節目の 1 拍目の音のことです。タイがついていない時は、倚音となるそうです。 

 

 

 

 

 

◼ 「ギターのツボ：毛塚功一」：第 16 回は、アルペジョについて解説しています。 

◼ ちなみに、難しくてお手上げだった「ギター達人への道」は今回が最終回。なんと、武満徹の「フォリ

ス」が題材となっています。いやあ、これは私の手には負えないわけです。 

 

その他、「海外レポート」等もあります。第 16 号のメインは、そんなところでしょうか。 



また、Guitar dream には、楽譜と模範演奏 CD がついている。今回は、下記の楽曲が掲載されている。 

 

 


